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第32回国際生物学賞受賞候補者の推薦について（依頼）

国際生物学賞は昭和天皇の御在位60年と長年にわたる生物学の御研究を記念するとともに、

本質の発展に寄与されている今上天皇の長年にわたる魚類分類学（ハゼ類）の御研究を併せて記念

し、生物学の奨励を目的とした賞です。本賞は昭和60年に創設され、以後毎年1回、生物学の授

賞分野を選定の上、当該分野の研究において優れた業績を挙げ世界の学術の進歩に大きな貢献を

した研究者（原則として毎年1人）を選考して、授賞しています。

受賞者の選考は広く内外の関係学術機関・団体及び個人有識者から推薦のあった候補者の中から、

審査委員会において審査の上、本委員会で決定することになっております。

本年の授賞分野は「多様性の生物学（BiologyofBiodiverSity）」です。

つきましては、第32回国際生物学賞の受賞候補者を御推薦いただきたく、同封

の’’NOMINATION FORM’’に必要事項を英文で御記入の上、簡潔な推薦書（英文）を添付して、

平成28年4月22日（金）までに下記あてに郵送又は電子メールにより御送付くださるようお願

いいたします。

なお、”NOMINATION FORM’’は国際生物学賞委員会の事務局である独立行政法人日本学術振

興会のホームページ（http：／／wwwjsps．go，jp小biol／index．html）からもダウンロードができます。

また、電子メールにより御送付くださる場合はダウンロードしだ’NOMINATION FORM，，に

入力して、推薦書とともに電子メールに添付願います。

国際生物学賞の概要等につきましては別添資料を御参照願います。

記

郵送先：　　　〒102－0083　東京都千代田区麹町5＿3＿1

独立行政法人日本学術振興会　国際生物学賞委員会事務局

電子メールアドレス：ip－biology＠sps．gojp



国際生物学賞の概要

趣　　旨

名　　称

委員会組織

受賞者

授賞分野

選　　考

顕　　彰

授賞式

基　　金

昭和天皇の御在位60年と長年にわたる生物学の御研究を記念するとともに、

本質の発展に寄与されている今上天皇の長年にわたる魚類分類学（ハゼ類）の

御研究を併せて記念し、生物学の奨励を図る。

和文名　　国際生物学賞

英文名　IntemationalPrizefbrBiology

国際生物学賞委員会

委員長　　杉村　　隆（日本学士院院長）

構　成　　40名以内の委員で構成し、本委員会の下に審査委員会及び基金

委員会を置く。

所在地　　東京都千代田区麹町5＿3＿1

独立行政法人日本学術振興会

設　置　　昭和60年4月25日

生物学の研究において世界的に優れた業績を挙げ世界の学術の進歩に大きな

貢献をした研究者。原則として毎年1人とする。

授賞分野は国際生物学賞委員会が毎年決定する。

第32回授賞分野

「多様性の生物学　BiologyofBiodiversity」

国際生物学賞委員会が毎年度選定する分野における研究者について、内外の関

係学術機関・団体及び有識者からの推薦に基づき、国際生物学賞委員会の審査

委員会が審査選考し、国際生物学賞委員会で決定する。

受賞者には、国際生物学賞（賞状、賞牌及び賞金1，000万円）を授与する。ま

た、受賞者に賜品が下賜されるようお願いする。

授賞式は毎年東京で行う。また、授賞式にあわせて国際生物学賞記念シンポ

ジウム、一般向け公開講演会が開催される。

本質のため、寄付金による特別基金が独立行政法人日本学術振興会に設けられ

ている。



〔過去の受賞者〕－

第1回（昭和60年、授賞分野は「系統・分類学を中心とする生物学」）
エドレッド・ジョン・ヘンリー・コーナー博士（英国）1906年生まれ

ケンブリッジ大学名誉教授

第2回（昭和61年、授賞分野は「系統・分類学を中心とする生物学」）
ピーター・ハミルトン・レーブン博士（米国）1936年生まれ

ミズーリ植物園長

第3回（昭和62年、授賞分野は「発生生物学」）
ジョン・バートランド・ガードン博士（英国）1933年生まれ

ケンブリッジ大学教授

第4回（昭和63年、授賞分野は「集団生物学」）
木村資生博士（日本）1924年生まれ

国立遺伝学研究所名誉教授

第5回（平成元年、授賞分野は「海洋生物学」）
エリック・ジェームズ・デントン博士（英国）1923年生まれ

英国海洋生物学協会研究所（プリマス）元所長

第6回（平成2年、授賞分勤ま「行動生物学」）
マサカズ・コニシ博士（米国）1933年生まれ

カリフォルニア工科大学教授

第7回（平成3年、授賞分酬ま「植物を中心とする機能生物学」）
マーシャル・デビッドソン・ハッチ博士（オーストラリア）1932年生まれ

オーストラリア連邦科学産業研究庁植物研究部主任研究員

第8回（平成4年、授質分野は「比較生理学」）
クヌト・シュミットニールセン博士（米国）1915年生まれ

デューク大学教授

第9回（平成5年、授賞分野は「生態学」）
エドワード・オズボーン・ウイルソン博士（米国）1929年生まれ

ハーバード大学教授

第10回（平成6年、授賞分勤ま「系統・分類を中心、とする生物学」）
エルンスト・マイア博士（米国）1904年生まれ

ハーバード大学名誉教授

第11回（平成7年、授賞分勤ま「細胞生物学」）
イアン・リード・ギポンス博士（英国）1931年生まれ
ハワイ大学教授

第12回（平成8年、授賞分野は「生殖の生物学」）

柳町隆造博士（日本）1928年生まれ
ハワイ大学教授



第13回（平成9年、授賞分野は「植物科学」）
エリオット・マーチン・マイエロヴィツ博士（米国）1951年生まれ

カリフォルニア工科大学教授

第14回（平成10年、授賞分野は「多様性の生物学」）
オットー・トーマス・ソルブリーグ博士（米国）1930年生まれ

ハーバード大学教授

第15回（平成11年、授賞分野は「動物生理学」）

江橋　節郎博士（日本）1922年生まれ

日本学士院第2部部長、東京大学名誉教授

第16回（平成12年、授賞分野は「発生生物学」）
シーモア・ベンザー博士（米国）1921年生まれ

カリフォルニア工科大学教授

第17回（平成13年、授賞分野は「古生物学」）
ハリー・ブラックモア・ウィッテイントン博士（英国）1916年生まれ

ケンブリッジ大学名誉教授

第18回（平成14年、授賞分野は「進化生物学」）
根井　正利博士（米国）1931年生まれ
ペンシルベニア州立大学教授

第19回（平成15年、授賞分野は「細胞生物学」）

井上　信也博士（米国）1921年生まれ
ウッズホール海洋生物学研究所勲功科学者

第20回（平成16年、授賞分野は「系統・分類を中心とする生物学」）
トーマス・キャバリエースミス博士（英国・カナダ）1942年生まれ

オックスフォード大学教授

第21回（平成17年、授賞分野は「かたちの生物学」）

ナムーハイ・チュア博士（シンガポール）1944年生まれ
ロックフェラー大学教授

第22回（平成18年、授賞分野は「時間生物学」）
サージ・ダアン博士（オランダ）1940年生まれ

グローニンゲン大学教授

第23回（平成19年、授賞分野は「遺伝学」）
デビッド・スウェンソン・ホグネス博士（米国）1925年生まれ

スタンフォード大学医学部発生生物学・生化学教室名誉教授

第24回（平成20年、授賞分野は「生態学」）
ジョージ・デイビッド・テイルマン博士（米国）1949年生まれ

ミネソタ大学生態・進化・行動学教室教授



第25回（平成21年、授賞分野は「感覚の生物学」）
ウインスロー・ラッセル・プリッグス博士（米国）1928年生まれ

カーネギー研究所植物学部門名誉部門長

第26回（平成22年、授賞分野は「共生の生物学」）
ナンシー・アン・モラーン博士（米国）1954年生まれ

イェール大学生態・進化生物学部門教授

第27回（平成23年、授賞分野は「発生生物学」）
エリック・ハリス・デヴィドソン博士（米国）1937年生まれ

カリフォルニア工科大学生物学科教授

第28回（平成24年、授賞分野は「神経生物学」）
ジョセフ・アルトマン博士（米国）1925年生まれ

パデュー大学　名誉教授

第29回（平成25年、授賞分野は「進化生物学」）
ジョセフ・フェルゼンシュタイン博士（米国）1942年生まれ

ワシントン大学　教授

第30回（平成26年、授賞分野は「系統・分類を中心とする生物学」）
ピーター・クレイン博士（英国）1954年生まれ

イェール大学　教授

第31回（平成27年、授賞分野は「細胞生物学」）

大隅　良典博士（日本）1945年生まれ

東京工業大学　栄誉教授
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2016（Biology ofBiodiversity）

∫nternationa佃rizef，r勧oG抄

NOMINATIONFORM

Nominationsfbrthe2016PrizemustbereceivednolaterthanApri122，2016・

Everye徹mshouldbeglVentOPrePanngallthedocumentsinEnglish・

Youareabletodownloadthis寝NOMINATIONFORM男心omourwebsite

（http：／／wwwjsps．go．jp／english／e－biollindex．html）．

The fbllowlng nOminationis hereby創ed fbr anINTERNATIONAL PRIZE FOR

BIOLOGY：

NOMINEE’SNAME：

DateofBirth：

InstitutionalorHomeAddress：

PresentOccupationalTitleandInstitutionalA飾liation：

Nominee，sVitainBrief：

（P．T．0．）



2016（Biology ofBiodiversity）

●pleaseprovidethetitlesof40r5publicationswhichbestrepresentthenominee，s

COntributions．

●pleaseattachabriefstatement（1－2pages）describingthe重10mi。一ee・sa。hievem。ntS．N。

Otherattachmentsarewanted．
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NameoftllenOminator（Pleasetypeorprillt）：

Dr・／Prof．／Mr．／Ms．

Title：

Organization

Address：

E－mail：

（Date） （Signature）

MailorEmailto：Dr．HirooFukuda

Chair

SelectionCommitteefbrtlleIntemationalPrizefbrBiology

C／OJapanSocietyfbrthePromotionofScience

5すIKqjimachi，Chiyoda－ku，Tokyo102－0083，Japan

＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿　　Email：逗士魂蛾（動雄蝶9：jp

◇Questionnaire（ResponsestotheQuesti0－1nairewillbeusedasreferenceupollPlannillg

餌urepublicationofthePrize．Responseisoptiollal．）

HowdidyouknowthenominationoftheIntemationalPhzefbrBi0－ogy2016？

Pleasecheck題allthatapply．

□LettertiomJSPS

□JSPSWebsite
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